
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
多
様
性
」・「
協
働
性
」
が
評
価
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

こ
の
入
試
制
度
改
革
に
対
応
す
る
た
め
に
、
学
習
塾
に
お

い
て
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
知
識
」
や
「
技
能
」
を
身
に

着
け
る
た
め
の
反
復
演
習
だ
け
で
な
く
、「
思
考
力
」・「
判
断

力
」・「
表
現
力
」
や
「
主
体
性
」・「
多
様
性
」・「
協
働
性
」

を
養
う
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
方
法
と
し

て
と
り
わ
け
最
近
脚
光
を
浴
び
て
い
る
教
育
方
法
が
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
で
あ
る
。 

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
お
い
て
は
先
生
に
よ
る

講
義
形
式
の
受
動
的
な
授
業
よ
り
も
、
生
徒
に
よ
る
能
動
的

な
参
加
を
奨
励
す
る
授
業
が
要
求
さ
れ
る
。「
反
転
授
業
」
と

い
う
用
語
も
あ
る
よ
う
に
、「
知
識
」
や
「
技
能
」
を
教
わ
る

と
い
う
よ
り
も
、
生
徒
個
人
が
予
め
家
庭
で
そ
れ
ら
を
学
習

し
、
教
室
内
で
の
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
。
先
生
は
そ
こ
で
は

知
識
の
伝
達
者
で
は
な
く
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
と
し
て

生
徒
が
自
分
で
回
答
に
到
達
で
き
る
こ
と
を
推
進
す
る
役
割

が
必
要
と
さ
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
「
知
識
」
や
「
技

能
」
自
体
が
妥
当
か
ど
う
か
を
批
判
的
に
捉
え
、
新
た
な
「
知

識
」
や
「
技
能
」
の
「
創
造
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
ま
で
求
め

ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
新
試
験
制
度
で
求
め
ら
れ
る
能
力
の
中
で
「
思
考

力
」・「
判
断
力
」・「
表
現
力
」
を
養
成
す
る
た
め
に
、
修
明

塾
で
は
2015
年
度
よ
り
「
こ
と
ば
の
学
校
」
を
導
入
し
た
。「
こ

と
ば
の
学
校
」
と
は
入
試
に
よ
く
出
題
さ
れ
る
本
を
17
段
階

に
ス
ピ
ー
ド
を
調
節
で
き
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
音
声
の
力
を

借
り
る
こ
と
で
読
破
し
、
読
書
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
内
容
理
解

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
で
、
速
読
力
、
語
彙
力
、
通
じ

て
は
国
語
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
語
力
は

全
て
の
教
科
、
学
習
の
土
台
と
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
と

り
わ
け
低
学
年
か
ら
年
に
30
冊
に
も
及
ぶ
良
書
を
読
む
訓

練
を
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
た
め
の
読
書 

習
慣
を
つ
け
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
思
考 

力
」・「
判
断
力
」・「
表
現
力
」
を
習
得
す 

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
の
展
開
も
早 

期
の
開
講
に
向
け
現
在
検
討
中
で
あ
る
。 

   創立 50 周年 since1967 修明学園            修明学園ＳＮＳ一覧 受験･学校･イベント情報 
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「
安
心
安
全
な
、 

 

日
本
一
の
教
育
水
準 

 

を
誇
る
街
づ
く
り
」 

 

塾
長 

上
谷 
恭
範 

 

二
月
一
日
よ
り
、
本
部
の
浅
草
橋
教
室
の
各
階
の
改
修
工

事
が
一
斉
に
始
ま
っ
た
。 

「
変
え
よ
う
、
変
わ
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
「
21
世
紀
教

育
を
見
す
え
て
、
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
新
教
室
に
変
え
、
そ
し

て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
一
つ
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
授
業
を
導
入
し
、
そ
れ
を
活
用
で
き
る
教
師
に
変
え
る
。

さ
ら
に
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
図
書
室
を
完
備
し
た
自
習
室
を
つ

く
り
、
常
時
教
師
を
配
置
し
て
、
い
つ
で
も
教
師
に
質
問
で

き
、
宿
題
も
読
書
も
で
き
る
、
つ
ま
り
生
徒
が
主
体
的
に
勉

強
で
き
る
場
―
21
世
紀
型
新
教
室
に
変
え
て
い
く
。
そ
の

他
、
こ
と
ば
の
学
校
、
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業

の
で
き
る
専
用
フ
ロ
ア
を
つ
く
り
、
生
徒
・
保
護
者
に
と
っ

て
カ
ラ
ー
を
重
視
し
た
、
落
ち
着
い
て
、
か
つ
集
中
し
て
勉

強
で
き
る
教
育
環
境
に
変
え
て
い
く
。 

こ
の
教
育
環
境
の
中
で
、
中
学
受
験
生
が
行
き
た
い
学
校 

 

保
護
者
が
通
わ
せ
た
い
学
校
へ
必
ず
合
格
さ
せ

て
あ
げ
る
の
が
私
達
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。 

 

（
一
） 

教
科
内
容
に
よ
る 

カ
ラ
フ
ル
な
教
室
に
変
え
る
。 

（
二
）
教
師
の
意
識
を
変
え
る
。 

（
三
）
主
体
性
の
あ
る
お
子
様
に
変
え
る
。 

 

対
策
１ 

 

教
師
に
い
つ
で
も
質
問
で
き
る
自
習
室
、 

自
分
か
ら
本
を
読
め
る
図
書
室
を
完
備
。 

 

 

対
策
２ 
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
一
つ
、 

タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
を
導
入
。 

 
対
策
３ 

 
塾
生
が
い
つ
で
も
進
路
の
相
談
、
勉
強
方
法
、

悩
み
事
等
の
相
談
が
で
き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

 

ま
た
保
護
者
が
い
つ
で
も
わ
が
子
の
相
談
、
進

路
相
談
が
で
き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
も
設
置
。 

 

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」 

上
谷 

修
一
郎 

現
在
、
文
科
省
に
お
い
て
セ
ン
タ
ー
試
験
の
廃
止
と
2020

年
度
か
ら
の
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
へ
の
移

行
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
新
入
試
制
度
で
は
学
力
評
価
テ

ス
ト
に
よ
っ
て
「
教
科
」
ご
と
に
「
知
識
」
や
「
技
能
」

を
正
確
に
暗
記
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
だ
け
で

な
く
、「
合
教
科
・
科
目
型
」、「
総
合
型
」
の
設
問
を
出
題

し
、「
思
考
力
」・「
判
断
力
」・「
表
現
力
」
が
評
価
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
各
大
学
の
個
別
試
験
で
は
大
学
の
個
性
に
合
わ

せ
て
小
論
文
、
面
接
、
集
団
討
論
に
よ
っ
て
「
主
体
性
」
・ 



読書から国語力を育てる！ 

2015 年度から開講、好評継続中♪  
           冬から 

始めよう！                
 
 
 
 
浅草橋教室                               

【日程】毎週月曜・火曜・水曜・土曜に開講            

  

月４回の受講 ※定員により希望曜日に受講できない場合あり    

 

【時間】曜日により異なりますので、お問合せください。 

【対象】小学生                        

【定員】各時間帯とも３名まで                  

【費用】受講料 6,480 円(税込)  

教材費 1,080 円(税込)      

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 週１回の受講で、受験に必須の厳選された 200 冊の良書の中から、年間 20～40 冊の本を

読破できます。読む速度を段階的に高める「速聴読プログラム」と読書の前後に取り組む「読書

ワーク」で、効果的に語彙・表現力を強化します。また、年２回実施の「読書指数診断」で、 

国語力の伸長を測定します。 

修明学園グループお薦めの私立校（五十音順） 

国府台女子学院・香蘭女学校 
文化学園大学杉並中学高校 

中村中学高校・明星学園中学高校 
 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

 

 

  1 2 3 4     1 2 

 

3 4 

5 6 7 8 9 10 11  5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18  12 13 

 

 

14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25  

 

19 20 21 22 

 

 

23 24 25 

26 27 28     26 

 

 

 

27 28 

 

29 30 31  

■２月 18 日(土曜) 平成 28 年度 準会場 第３回『数学検定』実施 

■２月 24 日(金曜) 都立高校一般入試⇒３月 ２日（木曜）合格発表 

■３月 １日（水曜）修明塾 新学期授業開始 

■３月 23 日(木曜）３月通常授業終了 

■３月 27 日(月曜)～４月５日(水曜) 2017 春期講習 

※次号『塾報しゅうめい』第５４号(2017.Vol3)は、３月 10 日発行予定 

２月 ３月 2017 修明塾 

 
祝 修明学園 平成２９年度 入試 合格速報 

受験生のみなさん、合格おめでとう！ 

中
学
受
験 

合
格
校 

（２
月
６
日
現
在
） 

法
政
大
学
中
学
校 

山
脇
学
園
中
学
校 

麗
澤
中
学
校 

中
村
中
学
校
（
特
待
） 

三
輪
田
学
園
中
学
校 

共
栄
学
園
中
学
校 

 

☆
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を 

祈
念
い
た
し
ま
す
☆ 

 

『
都
立
入
試
・
英
語
』 

必
勝
・
最
終
ア
ド
バ
イ
ス 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

柴
田 

 

圭 

都
立
入
試
の
英
語
は
、
国
語
・
理
科
・
社
会
と
同
様
に
、
「
選

択
肢
型
問
題
が
非
常
に
多
く
」
、
一
問
ご
と
の
配
点
も
高
い
の
が

特
徴
で
す
。
近
年
の
都
立
入
試
の
高
倍
率
を
勝
ち
抜
く
に
は
、
選

択
肢
の
「
絞
込
み
の
精
度
」
を
高
め
、
正
解
に
導
く
「
コ
ツ
」
が

必
要
で
す
。 

私
は
、
塾
で
の
指
導
の
ほ
か
、
都
内
の
公
立
中
学
校
で
外
部
指

導
員
と
し
て
英
語
講
座
を
担
当
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
取
り
扱

っ
た
前
年
度
の
過
去
問
を
事
例
と
し
て
、
即
効
性
の
あ
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
教
室
の
中
３
受
験
生
か
ら
「
英

語
が
難
し
い
」
「
点
数
が
取
り
に
く
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
参
考
に
し
て
欲
し
い
で
す
。 

 

【平成２８年度 東京都立高等学校 一般入試問題 英語 大問３ 会話文読解問題を抜粋】 

（本文途中より） 

Taro: I heard people in the old days skied in kimonos, but now they don’t. 

Miho: (3) You’re right, Taro.            ＜問３のポイント＞ You’re right, Taro.の内容について、Miho が言った理由 

ア People pray for children’s good health at the festival.  

イ Most people wear beautiful kimonos in their daily lives. 

                     注目 ⇒答 ウ  A long time ago, people skied in kimonos, but they don’t  do that  now. 

        （途中略）                                            （※直前の文と選択肢の文が「一致」する箇所が多い） 

エ  A long time ago, people liked kimonos but never imagined wearing kimonos to school . 

Taro: There will be a fireworks festival next month.  It’ll be a good chance for you to wear a yukata. 

Miho: That’s a good idea !  I want to wear a yukata.  ＜問 5 のポイント＞ I can’t  wait  !の内容について語句を補って□に書き表す 

John: Why don’t you go with your family?              Miho can’t  wait to □. 

Miho : (5)I can’t  wait  !                               ア have a chance to pass the kimono to her future daughter  

      問題下線部の                                      イ wear a kimono to her brother’s wedding ceremony 

 前後の文をよく読み                   注目 ⇒答 ウ wear a yukata to the fireworks festival （※周辺の文と選択肢の文が一致） 

  英単語を確認する！                              エ go to the fireworks festival with John’s family 

‘ 

 

                               

 


